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	【修士課程】
	学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
	【修士課程】
	修士課程では、２年以上在学し、32単位以上を修得しなければなりません。32単位の内訳は指導教授の担当する専修科目を12単位（演習８単位と講義科目４単位）履修し、この他に選択科目から20単位以上を修得することになっています。また、指導教授の承認を得て、他研究科の講義科目を８単位まで、協定校の講義科目を10単位まで履修し修了の要件とすることができます。演習８単位は１年次、２年次に各４単位履修する必要がありますが、それ以外には履修年次の縛りはありません。
	【博士後期課程】
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	【博士後期課程】
	また、本研究科の学位授与の特色としてカリキュラム・ポリシーに記述しているようなデュアルディグリー・プログラムがあり、それに基づいて日中双方の学位授与が行われています。
	【修士課程】
	国際コミュニケーション研究科修士課程の教育研究上の目的は、グローバル化が進行すると同時にローカルな視点が求められる国際的な環境で活躍できる人材の育成にあります。その実現のために、愛知大学学位規程に基づき、以下の条件を満たした学生に学位を授与します。
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	【修士課程】
	（３）地域社会の構造と変動過程に関する広い視野と見識を生かして、高度な専門性を必要とする職業に就ける能力。
	【博士後期課程】
	（３）地域社会の諸問題に精通し、高度な専門性を必要とする職業に就ける能力。
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